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若い苗で田植えしよう！早期異常出穂の抑制対策
早期異常出穂は育苗中の高温と「老化苗」が要因

早期異常出穂は、穂揃いが悪化し玄米品質
を低下させる障害です。発生要因は、育苗期
間後半の高温と苗の老化です。

対策は、育苗日数を守り、若い苗を植えるこ
とです。

早期異常出穂のリスクを抑制するための成
苗ポット苗移植時苗形質と育苗管理の留意点
を示しました。
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早期異常出穂で穂揃い標準偏差4 .5以上の区

正常出穂で穂揃い標準偏差4 .5未満の区

胚乳消尽期

図2 成苗ポット苗の播種後の温度管理と早期異常出穂の関係(2011年～2013年 上川農試)

*穂揃い標準偏差4.5以上では早期異常出穂のリスクが高い。

**気温はおんどとりJr TR-52で育苗箱上10cmで測定。

2.5葉期以降は25℃

以上にならないよう

に管理する。

水稲の成苗ポット苗の育苗に活用する。


